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Ⅰ．海外出張の概要 

 1. 目的 

1)American Heart Association's Scientific Sessions 2014および Resuscitation Science Symposium

に参加することで蘇生科学に関する最新知見を得ると共に、他国の研究者とともに意見

交換を行う。 

2)High-quality CPRの研究を行っておられるアリゾナ大学 Ben Bobrow教授を訪問し、アリ

ゾナ大学と連携して、救急活動と情報提供を行っているフェニックス市の消防機関を視

察し、データ収集の方法、実務への反映方法について意見交換を行う。 

3) 病院前の救急隊記録と病院到着後の患者情報を連結し研究を行っておられる Graham 

Nichol教授、Mickey Isenberg教授および、シアトル市キングカウンティ郡の消防機関を

視察し、情報収集・意見交換を行う。 

 

 2. 出張者 

   1)石見 拓 京都大学 環境安全保健機構・健康管理部門 

   2)吉矢和久 大阪大学医学部附属病院 高度救命救急センター 

   3)松野 亨 大阪市消防局 救急部救急課 

   4)西山知佳 京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 クリティカルケア看護学分野 

   5)片山祐介 大阪大学医学部附属病院 高度救命救急センター 

   6)島本大也 京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻 予防医療学分野 

 

 3. 日程および訪問機関 

   1)平成 26年 11月 15日～11月 18日 

    AHA Scientific Sessions 2014, Resuscitation Symposium at McCormick Place, Chicago, IL 

   2)平成 26年 11月 18日～11月 20日 

    University of Arizona, Phoenix, AZ  

   3)平成 26年 11月 20日～11月 22日 

    University of Washington Harborview Center for Prehospital Emergency Care, Seattle, WA 

    Seattle King County, Seattle, WA 

 

Ⅱ．各訪問機関先で得た情報 

 1. AHA Scientific Sessions 2014, Resuscitation Symposium 

  病院前および病院到着後の治療経過を合わせて検証を行っている研究が多くみられ、その領

域への関心の高さが伺えた。具体的には、心筋虚血の発生から再灌流までの時間と転帰を検証

した研究や、入院した時間と低体温療法の施行割合及びその転帰の検討を行った研究、糖尿病

と低体温療法の効果との関係を調査した研究等であり、現在構築を進めている我々のレジスト

リから得られる結果を解析する際の参考となった。それらと照らし合わせても、現在研究班で

構築しているレジストリで収集している項目の妥当性は高いと考えられた。また、報告の中に

は日本人を対象とした研究は無く、かつ、単施設のみの結果を解析している研究が主であった



 

ため、日本において、一定の基準によって集められ、多くの施設を網羅したデータの必要性を

改めて確認する事ができた。

 

2. Guardian Medical Transport

1)訪問日：平成

  訪問場所：

  訪問機関先参加者：

内容：

Ariz

動のフィードバックの実情を調査した。

と患者搬送を担っている私的

Battalion 

いるのかを調査してきた

上がっていく）。

場に

き評価をしている。

の Paramedic

動から離れ、現場

きである。

現場でのフィードバックは

プリ

を搬送した後、ただちに

Chief

分○

圧迫は

記憶が新しい間にタイムリーに

実際に救急車に装備されている

County EMS Cardiac Arrest Checklist

 

2)訪問日：平成

  訪問場所：

  訪問機関先参加者：

内容：

Arizona

Medical Services and Trauma System

の心停止事案

管理ならびに救急隊員へのフィードバックを行っ

ため、日本において、一定の基準によって集められ、多くの施設を網羅したデータの必要性を

改めて確認する事ができた。

Guardian Medical Transport

訪問日：平成 26

訪問場所：Guardian Medical Transport

訪問機関先参加者：

内容： 

rizona州北部に位置する

動のフィードバックの実情を調査した。

と患者搬送を担っている私的

Battalion Chief

いるのかを調査してきた

上がっていく）。

場に専用車で向い

評価をしている。

Paramedicが

動から離れ、現場

きである。 

現場でのフィードバックは

プリンターがあり（ない場合は、搬送した先の病院のプリンターを使うことができる）、患者

を搬送した後、ただちに

Chiefが活動した救急隊

○秒からの初めの胸骨圧迫は

圧迫は Chad、ここで胸骨圧迫が何もなされてないのは

記憶が新しい間にタイムリーに

実際に救急車に装備されている

County EMS Cardiac Arrest Checklist

訪問日：平成 26

訪問場所：Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

Emergency Medicine Services and Trauma System

訪問機関先参加者：

内容： 

Arizona 健康

Medical Services and Trauma System

心停止事案や外傷事案

管理ならびに救急隊員へのフィードバックを行っ

ため、日本において、一定の基準によって集められ、多くの施設を網羅したデータの必要性を

改めて確認する事ができた。

Guardian Medical Transport及び

26年 11月 19

Guardian Medical Transport

訪問機関先参加者：Battalion Chief, Paramedic Isabelle Deslau

北部に位置する

動のフィードバックの実情を調査した。

と患者搬送を担っている私的

Chiefの Isabelle

いるのかを調査してきた（

上がっていく）。毎日必ず

専用車で向い、現場の統括を行うと同時に、救急隊の活動状況

評価をしている。現場には

が現場活動にあたるという。

動から離れ、現場での救急隊の活動

現場でのフィードバックは

ターがあり（ない場合は、搬送した先の病院のプリンターを使うことができる）、患者

を搬送した後、ただちに AED

が活動した救急隊員と

秒からの初めの胸骨圧迫は

、ここで胸骨圧迫が何もなされてないのは

記憶が新しい間にタイムリーに

実際に救急車に装備されている

County EMS Cardiac Arrest Checklist

26年 11月 19

Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

mergency Medicine Services and Trauma System

訪問機関先参加者：Mrs. Margaret J. Mullins, Mrs. Robyn A. McDannold

健康福祉部の

Medical Services and Trauma System

や外傷事案含めた

管理ならびに救急隊員へのフィードバックを行っ

ため、日本において、一定の基準によって集められ、多くの施設を網羅したデータの必要性を

改めて確認する事ができた。 

及び University of Arizona

19日（水） 

Guardian Medical Transport 

Battalion Chief, Paramedic Isabelle Deslau

北部に位置する Flagstaffの

動のフィードバックの実情を調査した。

と患者搬送を担っている私的消防機関である。

Isabelleより、救急活動現場で実際どのように救急隊の活動

（EMT→Paramedic→Captain→Battalion 

毎日必ず 1名の Battalion Chief

、現場の統括を行うと同時に、救急隊の活動状況

現場には最低 3名

現場活動にあたるという。

での救急隊の活動評価と

現場でのフィードバックは傷病者の病院搬送が終了次第行われていた。

ターがあり（ない場合は、搬送した先の病院のプリンターを使うことができる）、患者

AEDに保存されている

とともに検証

秒からの初めの胸骨圧迫は Aaron、

、ここで胸骨圧迫が何もなされてないのは

記憶が新しい間にタイムリーにフィードバックを行っていたことが

実際に救急車に装備されている PC、

County EMS Cardiac Arrest Checklist参照）

19日（水） 

Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

mergency Medicine Services and Trauma System

Mrs. Margaret J. Mullins, Mrs. Robyn A. McDannold

福祉部の Bureau of Emergency 

Medical Services and Trauma Systemでは、

含めた救急事案の

管理ならびに救急隊員へのフィードバックを行っ
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ため、日本において、一定の基準によって集められ、多くの施設を網羅したデータの必要性を

University of Arizona

 

 

Battalion Chief, Paramedic Isabelle Deslau

の Guardian Medical Transport

動のフィードバックの実情を調査した。GMTは Flagstaff Medical 

機関である。 

より、救急活動現場で実際どのように救急隊の活動

EMT→Paramedic→Captain→Battalion 

Battalion Chiefが任務についており、

、現場の統括を行うと同時に、救急隊の活動状況

名の Paramedic

現場活動にあたるという。日本と比べて、人材が豊富であ

評価とそのフィードバックに徹するという点は特筆すべ

傷病者の病院搬送が終了次第行われていた。

ターがあり（ない場合は、搬送した先の病院のプリンターを使うことができる）、患者

に保存されている CPR

検証、フィードバック

、△分△秒からの胸骨圧迫は

、ここで胸骨圧迫が何もなされてないのは

フィードバックを行っていたことが

、AED、プリンターなどの見学も行った

参照）。 

 

Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

mergency Medicine Services and Trauma System

Mrs. Margaret J. Mullins, Mrs. Robyn A. McDannold

Bureau of Emergency 

では、Arizona州

救急事案のデータ

管理ならびに救急隊員へのフィードバックを行っ

ため、日本において、一定の基準によって集められ、多くの施設を網羅したデータの必要性を

University of Arizona 

Battalion Chief, Paramedic Isabelle Deslauriers

Guardian Medical Transport

Flagstaff Medical 

より、救急活動現場で実際どのように救急隊の活動

EMT→Paramedic→Captain→Battalion 

が任務についており、

、現場の統括を行うと同時に、救急隊の活動状況

Paramedicが出動するが、最大

日本と比べて、人材が豊富であ

フィードバックに徹するという点は特筆すべ

傷病者の病院搬送が終了次第行われていた。

ターがあり（ない場合は、搬送した先の病院のプリンターを使うことができる）、患者

CPRや心電図波形の情報を

、フィードバックを行っていた。波形を見ながら、

秒からの胸骨圧迫は

、ここで胸骨圧迫が何もなされてないのは××を行っていたため等々。

フィードバックを行っていたことが

、プリンターなどの見学も行った

Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

mergency Medicine Services and Trauma System 

Mrs. Margaret J. Mullins, Mrs. Robyn A. McDannold

Bureau of Emergency 

州

データ

管理ならびに救急隊員へのフィードバックを行っ

ため、日本において、一定の基準によって集められ、多くの施設を網羅したデータの必要性を

riers 

Guardian Medical Transport（GMT）で救急隊の現場活

Flagstaff Medical Centerに属し、病院前救護

より、救急活動現場で実際どのように救急隊の活動

EMT→Paramedic→Captain→Battalion Chief→Director

が任務についており、全て

、現場の統括を行うと同時に、救急隊の活動状況をチェックリスト

が出動するが、最大 10

日本と比べて、人材が豊富であ

フィードバックに徹するという点は特筆すべ

傷病者の病院搬送が終了次第行われていた。

ターがあり（ない場合は、搬送した先の病院のプリンターを使うことができる）、患者

や心電図波形の情報を

を行っていた。波形を見ながら、

秒からの胸骨圧迫は Bill、□

を行っていたため等々。

フィードバックを行っていたことがとても印象的であった。

、プリンターなどの見学も行った

Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

Mrs. Margaret J. Mullins, Mrs. Robyn A. McDannold 

ため、日本において、一定の基準によって集められ、多くの施設を網羅したデータの必要性を

）で救急隊の現場活

に属し、病院前救護

より、救急活動現場で実際どのように救急隊の活動評価を行って

Chief→Directorの順に役職が

全ての心停止事案で現

チェックリスト

10名、通常は

日本と比べて、人材が豊富であり、Chiefが現場活

フィードバックに徹するという点は特筆すべ

傷病者の病院搬送が終了次第行われていた。救急車内に

ターがあり（ない場合は、搬送した先の病院のプリンターを使うことができる）、患者

や心電図波形の情報を出力し、

を行っていた。波形を見ながら、

、□分□秒からの胸骨

を行っていたため等々。隊員たちの

とても印象的であった。

、プリンターなどの見学も行った（資料：

Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

ため、日本において、一定の基準によって集められ、多くの施設を網羅したデータの必要性を

）で救急隊の現場活

に属し、病院前救護

評価を行って

の順に役職が

事案で現

チェックリストに基づ

通常は 5-6名

が現場活

フィードバックに徹するという点は特筆すべ

救急車内に PC と

ターがあり（ない場合は、搬送した先の病院のプリンターを使うことができる）、患者

出力し、Battalion 

を行っていた。波形を見ながら、○

秒からの胸骨

隊員たちの

とても印象的であった。 

（資料：Wake 

Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 



 

ている。

ックしている

つ AED

ている。現場活動が終われば速やかに救急隊活動記録と

ンで送られ、それを

解析を行い、

クを行っていた。部署を担当している

視化」

急隊には、活動状況をグラフ

をフィードバック

 Arizona

Margaret 

約 1

へのフィードバックは

週間以内

いうちに

スピード感が求められていた。

 

3)訪問日：平成

  訪問場所：

  訪問機関先参加者：

内容：

救急救命士に対して指導を行う「指導

的立場の救急救命士」の養成にあたり、

アメリカでのその指導要員の存在の有無、

確保や育成の方法などの現状を調査した。

アメリカにおける

は、日本と大きく異なり、公立、私立、

パートタイムなど様々な教育課程があり、

また、その指導要員の確保や育成の方法

も様々である。代表的なものとしては、

指導的救急救命士も資格更新のために勤務しながら時間外のトレーニングコースなどを受講

することとなっている

  

 

いる。今回、現場救急隊活動記録や

ックしているの

AED（ZOLL X

ている。現場活動が終われば速やかに救急隊活動記録と

ンで送られ、それを

解析を行い、個々の症例で

クを行っていた。部署を担当している

視化」が重要であると

急隊には、活動状況をグラフ

をフィードバック

Arizona 州の心肺停止事案のデータ解析は

Margaret と Robyn

1時間程度要するとのこと

へのフィードバックは

週間以内行われていた

いうちにフィードバックする必要があるため

スピード感が求められていた。

訪問日：平成 26

訪問場所：Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

Emergency Medicine Services and Trauma System

訪問機関先参加者：

内容： 

救急救命士に対して指導を行う「指導

的立場の救急救命士」の養成にあたり、

アメリカでのその指導要員の存在の有無、

確保や育成の方法などの現状を調査した。

アメリカにおける

は、日本と大きく異なり、公立、私立、

パートタイムなど様々な教育課程があり、

また、その指導要員の確保や育成の方法

も様々である。代表的なものとしては、

指導的救急救命士も資格更新のために勤務しながら時間外のトレーニングコースなどを受講

することとなっている

 

今回、現場救急隊活動記録や

のか調査するため訪問した。全ての

ZOLL X-series○R）を使用し

ている。現場活動が終われば速やかに救急隊活動記録と

ンで送られ、それを 1 例ずつ検証していた。

個々の症例で

クを行っていた。部署を担当している

であると強調

急隊には、活動状況をグラフ

をフィードバックしていた

州の心肺停止事案のデータ解析は

Robynの二名で行われており、

時間程度要するとのこと

へのフィードバックはデータが送られてきて

行われていた。ここでも、記憶が新し

フィードバックする必要があるため

スピード感が求められていた。

26年 11月 19

Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

Emergency Medicine Services and Trauma System

訪問機関先参加者：Mr. Douglas Crunk

救急救命士に対して指導を行う「指導

的立場の救急救命士」の養成にあたり、

アメリカでのその指導要員の存在の有無、

確保や育成の方法などの現状を調査した。

アメリカにおける Paramedic

は、日本と大きく異なり、公立、私立、

パートタイムなど様々な教育課程があり、

また、その指導要員の確保や育成の方法

も様々である。代表的なものとしては、

指導的救急救命士も資格更新のために勤務しながら時間外のトレーニングコースなどを受講

することとなっている。 

 

今回、現場救急隊活動記録や

するため訪問した。全ての

）を使用し CPR

ている。現場活動が終われば速やかに救急隊活動記録と

例ずつ検証していた。

個々の症例で CPRの質と問題点を速やかに抽出し、救

クを行っていた。部署を担当している

強調していた。実際、救

急隊には、活動状況をグラフで可視化したもの

していた。 

州の心肺停止事案のデータ解析は

名で行われており、

時間程度要するとのことであった

データが送られてきて

。ここでも、記憶が新し

フィードバックする必要があるため

スピード感が求められていた。 

19日（水） 

Arizona Department of Health Services, Division of Public Health Services Bureau of 

Emergency Medicine Services and Trauma System

Mr. Douglas Crunk

救急救命士に対して指導を行う「指導

的立場の救急救命士」の養成にあたり、

アメリカでのその指導要員の存在の有無、

確保や育成の方法などの現状を調査した。

Paramedic の教育課程

は、日本と大きく異なり、公立、私立、

パートタイムなど様々な教育課程があり、

また、その指導要員の確保や育成の方法

も様々である。代表的なものとしては、

指導的救急救命士も資格更新のために勤務しながら時間外のトレーニングコースなどを受講
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今回、現場救急隊活動記録や AEDのデータをどのように解析し、現場へフィードバ

するため訪問した。全ての

CPR中の心電図や胸骨圧迫の質に関するデータを記録し

ている。現場活動が終われば速やかに救急隊活動記録と
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3. University of Washington Harborview Center for Prehospital Emergency Careおよび Seattle King county 

1)訪問日：平成 26年 11月 20日（木） 

  訪問場所：Seattle Fire Department Medic One Office  

  訪問機関先参加者：Captain Jonathan Larsen 

内容 

シアトル市消防 Medic one の歴史、救急システム、救急救命士の養成教育課程、救急救命

士の生涯教育、指令室の概要説明を聞いた（資料：Seattle Fire Department Medic One 2014参

照）。 

 シアトル市の救急システムは日本とは異なる。119 番通報があると、BLS 部隊（消防隊員

か救急隊員が同乗）がまず出動。119 番通報のうち指令員が緊急度・重症度を判断するプロ

トコルを用い、重症症例と判断した症例に関しては、ALS部隊（救急救命士が同乗）が、BLS

部隊に続いて出場する 2 段階式になっている。重症症例（例：心停止、大きな交通事故）で

は、2隊の BLS部隊と ALS部隊の合計 3隊で現場活動が実施されている。シアトル市の救命

率の高さは、こうした特殊な救急システムのみならず、市民による CPRの実施、救急現場に

駆け付けた消防士および救急隊による迅速な BLS（除細動含む）、救急救命士による質の高い

ALS、救急活動を評価しフィードバックする Quality Assurance システムに起因することが説

明されていた（Quality Assuranceについては後述）。 

 

2)訪問日：平成 26年 11月 21日（金） 

  訪問場所：Harborview Medical Center Maleng Building room 123 

  訪問機関先参加者：David Carlbom, MD, Director UW-HMC Paramedic Training Program 

  内容： 

UW-Harborview Paramedic Training Programについて説明を受けた。救急救命士には誰でも

なれるわけではく、選抜された優秀は救急隊から年間約 20名のみが育成される（少数精鋭主

義）。その教育課程は厳しく、合計 2750時間のトレーニング（うち座学は 500時間）が行わ

れている（例：気管挿管 45 人、325 人静脈確保、10 人中心静脈、15 人心停止現場での指揮

の経験を学生の間に経験しないといけない）。10 ケ月間の教育は、座学（classroom）から臨

床（Clinical）、そして現場（Field）と段階的に進められ、簡単な症例から複雑な症例へと経

験を積むように教育システムが組まれている。これら救急救命士の学生たちは、Harborview 

Medical Centerと Seattle Fire Departmentの両方に所属し、両機関が一丸となって学生の教育に

携わっていることも特徴的だと思われる。これら教育に要する費用は、一人約 210 万円（1

ドル 120円換算）であり（授業料は学生からは徴収しない）、全て市民からの寄付金（Medic one 

foundation  http://www.mediconefoundation.org/）により支えられている。 

また、既に救急救命士の資格を有している人に対しても、演習、実習、講義、評価などで

構成された年間 100 時間の継続教育が実施されており、その質の維持に力をいれている（資

料：UW-Harborview Paramedic Training Program参照）。 
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 3)訪問日：平成 26年 11月 21日（金） 

  訪問場所：Seattle Fire Department Medic One Office 

  訪問機関先参加者：Michel Olsufka, RN 

  内容： 

Evaluation of paramedics/EMTs CPR skills (Quality assurance) について説明を受けた。シアト

ル市内で発生した全心原性心停止について、救急隊の活動記録、AEDの記録（音声、心電図、

胸骨圧迫波形）、指令室の記録（入電時間、出動時間など）、病院データ（治療記録）を一つ

のデータセットにし、事後評価が行われている。ダウンロードされた AED の記録を確認し、

何のために（例：挿管、心電図解析等）、何秒間胸骨圧迫が中断されているかを明確にし、そ

の後 Chest compression Fraction (CCF)を算出し、今回の処置で良かった点および改善点を記載

したレポートを作成し、全救急隊にフィードバックを行っている。なおこの作業を行ってい

るのは、説明をうけたリサーチナースのMichel Olsufka、最終評価は 2名の医師によって行わ

れる。CCFが 90%を下回った場合には、MCの医師との面談が行われ、指導を受けることに

なっている。約 1週間でこのレポートが作成され、返却されることになっている。 

リサーチナースの Michel Olsufka は、心停止患者の転帰を可能な限り追跡し、良い結果で

あろうと悪い結果であろうと患者の結果を救急隊にフィードバックする努力をしている。添

付のような Thank you letterを救命活動に携わった救急救命士に渡すこともあるようで、この

ように 1 例ずつ丁寧にフィードバックするシステムが日本においても導入されることを願う。 

 

4) 訪問日：平成 26年 11月 21日（金） 

  訪問場所：King County EMS Bldg 

  訪問機関先参加者：Michey Eisenberg, MD, PhD, Thomas D Rea, MD, PhD 

  内容 

厚労科研で構築しているデータレジストリの収集項目内容について議論。基本的な項目に

ついては十分であり、広く浅くデータを収集することに異議はなかった。データを入力する

病院側へのインセンティブについては質問が出されたので、大阪ではインセンティブを支払

っているが国レベルではインセンティブは現時点では検討されてない旨回答した。シアトル

では、心停止以外の疾患を対象とした、救急搬送事例の登録システムは行われていない。 

救急医療体制の評価に適している疾患や病態について議論したところ、嶋津班で行ってい

る重症循環器疾患（Stroke, ACS）に加えて、ショックを伴う外傷、アナフィラキシーショッ

ク、低血糖などが挙げられた。特に Paramedicが介入できる病態（hypovolemiaに対する輸液、

アナフィラキシーに対するエピペン、低血糖に対するブドウ糖投与など）が、救急医療体制

が機能しているか、または改善できるかを判別する良好な指標となりうるとアドバイスがあ

った。 

今後 Nationwideに展開する展望について質問がだされ、ウツタインプロジェクトも大阪か

らパイロットで初めて数年かけて全国展開していった、今回の取組についても方向性として

は数年かけて全国展開する方針で、厚労省など関係機関に働き掛けていると回答した。 

     


